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(57)【要約】
　本発明は、体または体の一部、特に人体を支持するた
めの装置に関し、前記装置は、底部(6)および周囲側面(
7)を有する筐体(5)を規定するために、座部(3)および周
囲側壁(4)を含む支持要素(2)と、ベース(10)ならびに筐
体(5)の内部に組み込まれかつ筐体の底部(6)と空気圧要
素(9)のベース(10)との間に延びる膨張可能なセル(11)
を備える空気圧要素(9)とを備える。本発明によると、
周囲側壁(4)は、筐体(5)の底部(6)からある距離にある
少なくとも1つの内部保持ビード(8)を備え、膨張すると
、保持ビード(8)に隣接する膨張可能なセル(11a)の少な
くともいくつかは、保持ビード(8)と筐体(5)の底部(6)
との間で横方向に係合されてもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体または体の一部、特に人体を支持するための支持装置であって、変形可能な材料で作
られかつ天井(6)および周囲側面(7)を有するリセス(5)を区切るために座部(3)およびこの
座部最上面の片側から突出する周囲側壁(4)を備える支持要素(2)と、ベース(10)および前
記ベースの片側から突出しかつ行および列のグリッドパターンで隣同士に位置する複数の
膨張可能なセル(11)を備える空気圧要素(9)とを備え、前記膨張可能なセル(11)は、前記
リセス(5)内で係合し、前記リセスの前記天井(6)と前記空気圧要素(9)の前記ベース(10)
との間に延び、
　前記支持要素(2)の前記周囲側壁(4)は、前記リセス(5)の前記周囲側面(7)が、少なくと
も1つのセットバック部分(7a)を有するように、前記リセス(5)の前記天井(6)からある距
離に位置する少なくとも1つの内向きに突出する保持ビード(8)を備え、前記保持ビード(8
)に隣接する前記膨張可能なセル(11a)の少なくともいくつかは、膨張すると、この保持ビ
ード(8)と前記リセス(5)の前記天井(6)との間で横方向に係合し、このリセスの周囲また
は外周に沿って前記空気圧要素(9)を保持することができる、支持装置。
【請求項２】
　前記保持ビード(8)は、前記リセス(5)の前記周囲側面(7)の長さの一部にわたってそれ
ぞれ延びる局所的部分を備える、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　前記保持ビード(8)は、前記リセス(5)の前記周囲側面(7)の全長にわたって延びる、請
求項1に記載の装置。
【請求項４】
　前記空気圧要素(9)の前記ベース(10)は、前記支持要素(2)の前記周囲側壁(4)の端面(4a
)にわたって延びるエッジ(10a)を有する、請求項1から3のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記空気圧要素(9)は、少なくとも1つの膨張可能なセルに接続されかつ前記支持要素(2
)の前記周囲側壁(4)を通り抜ける、少なくとも1つの導管(13)を備える、請求項1から4の
いずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記空気圧要素(9)の前記ベース(10)および前記支持要素(2)の前記周囲側壁(4)の端面(
4a)をカバーする、変形可能な材料で作られた下側支持プレート(17)を備える、請求項1か
ら5のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　外部カバー(18)を備える、請求項1から6のいずれか一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に圧迫潰瘍を防止するために、少なくとも部分的にクッションまたはマッ
トレスを形成し、横たわるまたは座る位置での患者の快適さのために特に医療分野におい
て使用されるように設計される、体または体の一部、特に人体を支持するための支持装置
の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許EP0925008は、隣接する膨張可能なセルを備える空気圧要素を受け入れるための平
行六面体リセスを区切るクッション要素を記述する。
【０００３】
　特許WO03/024380は、隣同士に平行に配置され、互いに自由でかつ独立しているいくつ
かの円筒状の膨張可能な要素がその中に挿入されるリセスを区切るクッション要素を記述
する。円筒状の膨張可能な要素の端部は、斜角をつけられ、リセスの対向する傾斜側面を
圧迫し、一方リセスの2つの他の対向する側面は、真っすぐである。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許第0925008号明細書
【特許文献２】国際公開第03/024380号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は特に、構成要素が変形し、バラバラになるリスクが、低減される、支持装置を
提案する目的を有する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態は、体または体の一部、特に人体を支持するための支持装置を提案し、それ
は、変形可能な材料で作られかつ天井および周囲側面を有するリセスを区切るために座部
およびこの座部最上面の片側から突出する周囲側壁を備える支持要素と、ベースおよびベ
ースの片側から突出しかつ行および列のグリッドパターンで隣同士に位置する複数の膨張
可能なセルを備える空気圧要素とを備え、膨張可能なセルは、リセス内で係合し、前記リ
セスの天井と空気圧要素のベースとの間に延びる。
【０００７】
　支持要素の周囲側壁は、リセスの周囲側面が、少なくとも1つのセットバック部分を有
するように、リセスの天井からある距離に位置する少なくとも1つの内向きに突出する保
持ビードを備え、前記保持ビードに隣接する膨張可能なセルの少なくともいくつかは、膨
張したとき、この保持ビードとリセスの天井との間で横方向に係合し、このリセスの周囲
または外周に沿って空気圧要素を保持することができる。
【０００８】
　前記保持ビードは、前記リセスの周囲側面の長さの一部にわたってそれぞれ延びる局所
的部分を備えてもよい。
【０００９】
　前記保持ビードは、前記リセスの周囲側面の全長にわたって延びてもよい。
【００１０】
　空気圧要素のベースは、支持要素の周囲側壁の端面にわたって延びるエッジを有しても
よい。
【００１１】
　空気圧要素は、少なくとも1つの膨張可能なセルに接続されかつ支持要素の周囲側壁を
通り抜ける少なくとも1つの導管を備えてもよい。
【００１２】
　変形可能な材料で作られた下側支持プレートは、空気圧要素のベースおよび支持要素の
周囲壁の端面をカバーするために提供されてもよい。
【００１３】
　本装置はまた、外部カバーを備えてもよい。
【００１４】
　添付の図面を用いて例示される、支持装置の限定されない例となる記述が続く。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】収縮状態の空気圧要素を備える支持装置の横断面を示す図である。
【図２】空気圧要素が膨張状態にある、図1からの支持装置の横断面を示す図である。
【図３】空気圧要素の局所的拡大横断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図1および図2に示されるように、例えば上に座るためのクッションを構成することもあ
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る、一般に平行六面体の支持装置1は、変形可能な材料、例えばポリウレタンフォームな
どの成形合成フォームで作られた支持要素2を備え、それは、この支持要素2が、下方に開
いた中空のリセス5を区切るように、最上面の形の水平座部3、および座部3の周囲から下
向きに突出する周囲壁4を備える。このリセス5は、座部3の下面から成る天井6および周囲
壁4の内部側面から成る周囲面または側面7を有する。
【００１７】
　支持要素2の座部3の上面は、平坦であってもまたは平坦でなくてもよく、所望のトポグ
ラフィを有する。リセス5の天井6は、平坦であってもよい。周囲壁4の周囲外面は、座部3
の上面に垂直に延びてもよい。
【００１８】
　周囲壁4は、リセス5の周囲面または側面7が、周囲保持ビード8とリセス5の天井6との間
に延びかつ周囲ビード8の内部断面よりも大きい断面を有するセットバック周囲部分7aを
有するように、リセス5内に内向きに突出し、天井6からある距離に位置する周囲保持ビー
ド8を備える。
【００１９】
　支持装置1はさらに、空気圧要素9を備え、それは、リセス5の天井に平行に置かれ、そ
の周囲エッジ10aが、リセス5の天井6に平行に、周囲壁4の下側端面4aを圧迫する、本質的
に平坦でかつ比較的硬いベース10と、これらの膨張可能なセル11が、リセス5内で係合さ
れ、ベース10とリセス5の天井6との間に延びるように、ベース10の片側から上向きに突出
し、隣同士に位置する複数の膨張可能なセル11とを備える。
【００２０】
　膨張可能なセル11は、ベース10に組み込まれる小さい横断面の接続チャンネル12によっ
て互いに接続され、一方周囲の膨張可能なセル11aの1つは、導管13に接続され、それは、
支持要素2の周囲壁4を通り抜け、例えば膨張/収縮装置(図示されず)が接続されてもよい
外端バルブ14を提供される。
【００２１】
　膨張可能なセル11は、例えば垂直である、行および列のグリッドに従って配置される。
膨張可能なセル11は、オフセットパターンに配置されてもよい。
【００２２】
　図3に示されるように、空気圧要素9のベース10は、第1の平坦な薄板15ならびに薄板15
に付着された領域および、これらの領域において、膨張可能なセル11と接続チャンネル12
とを区切る突出変形を有する薄板16を備えてもよい。
【００２３】
　図1および図3に示されるように、空気圧要素9が、収縮されると、膨張可能なセル11は
、より少ないスペースを占める。この収縮状態では、膨張可能なセル11は、横断面が円形
または多角形、例えば六角形であってもよく、ベース10に隣接するそれらの下部は、互い
に離れている。
【００２４】
　収縮した状態では、空気圧要素9は、困難さなくビード8の内部断面に膨張可能なセル11
を通すことによって支持要素2のリセス5内に組み込むことが容易である。
【００２５】
　図2に示されるように、空気圧要素9が、膨張されると、膨張可能なセル11は、膨張し、
ベース10に垂直な母線に沿って互いに対して横方向に、かつリセス5の天井6に対して圧迫
する。
【００２６】
　さらに、保持ビード8に隣接する、空気圧要素9の周囲の膨張可能なセル11aは、内部保
持ビード8とリセス5の天井6との間に配置される周囲セットバック内で横方向に係合し、
リセス5の周囲側面7のセットバック部分7aを圧迫する。それ故に、空気圧要素9の周囲は
、リセス5の周囲に沿って保持される。
【００２７】
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　空気圧要素9は、膨張すると、導入されるガスの圧力に応じて、支持要素2のリセス5の
容積のすべてまたは大部分を占め、互いに圧迫する膨張したセルおよびセットバック部分
7aを圧迫する周囲の膨張したセルのおかげでコヒーレントな空気圧支持を形成する。
【００２８】
　真っすぐな側面と対照的に、周囲の内部保持ビード8は、リセス5の周囲に沿って、膨張
状態の空気圧要素9の周囲の膨張可能なセル11aの、従って空気圧要素9全体の取り出しに
対する障害物を提示する。
【００２９】
　それ故に、周囲の内部保持ビード8の存在は、膨張した空気圧要素9が支持要素2のリセ
ス5から取り出されるのを防止する。
【００３０】
　オプションとして、支持装置1は、変形可能な材料、例えばポリウレタンフォームなど
の合成フォームで作られた下側支持プレート17を備えてもよく、それは、空気圧要素9の
ベース10およびベース10の周囲エッジ10aを挟み込む支持要素2の周囲壁4の下面4aをカバ
ーする。一変形実施形態によると、ベース10の周囲エッジ10aおよび/または下側プレート
17は、支持要素2の周囲壁4の下面4aに接着接合されてもよい。
【００３１】
　支持装置1はさらに、外部カバー18を備えてもよく、それは、周囲の迅速な閉じ具(clos
ure)19によって連結される2つのパーツであり、導管13がまた、それを通り抜けもする。
このカバーは、布であってもよく、それは、防水性であってもよい。
【００３２】
　上記の結果は、支持装置1が、小型で、コヒーレントなユニットを構成し、その要素が
、簡便に組み立てられるということである。
【００３３】
　一変形実施形態によると、空気圧要素9の膨張可能なセル11は、異なる圧力に膨張可能
である領域を規定するために、異なる膨張導管13にそれぞれ接続される多数の独立したグ
ループにグループ化されてもよい。
【００３４】
　一変形実施形態によると、周囲の保持ビード8は、支持要素2のリセス5の全外周の周り
に延びてもよい。
【００３５】
　別の変形実施形態によると、周囲の保持ビード8は、支持要素2のリセス5の外周を形成
する4つの側面の一部分にわたって延びる局所的部分を備えてもよい。
【００３６】
　別の変形実施形態によると、周囲の保持ビード8は、支持要素2のリセス5の天井6から異
なる距離に配置されてもよい。
【００３７】
　一変形実施形態によると、支持装置1は、同等の空気圧要素9を受け入れるための多数の
同等のリセス5を備えてもよい。
【００３８】
　上述の支持装置の構造は、例えばマットレス、背部支持物または体を位置決めするもし
くは固定するための手段を構成するために適合されてもよい。
【符号の説明】
【００３９】
　　1　支持装置
　　2　支持要素
　　3　座部
　　4　周囲壁(周囲側壁)
　　4a　下側端面
　　5　リセス
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　　6　天井
　　7　周囲側面
　　7a　セットバック部分
　　8　保持ビード
　　9　空気圧要素
　　10　ベース
　　10a　周囲エッジ
　　11　膨張可能なセル
　　11a　周囲の膨張可能なセル
　　12　接続チャンネル
　　13　導管
　　14　外端バルブ
　　15　薄板
　　16　薄板
　　17　下側支持プレート
　　18　外部カバー
　　19　閉じ具

【図１】 【図２】
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【国際調査報告】
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